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正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

迎春 2022年

茨
城
県
議
会
副
議
長  

舘　
　

静

馬

茨
城
県
議
会
議
長

伊

沢

勝

徳

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
12
月
の
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
第
１
１

４
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
職
責
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
多
様
な
困
難
を
も
た
ら

す
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
、
互
い
に
協
力

し
合
い
、
叡
智
を
結
集
し
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
急
激
な
人
口
減
少
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
時
代
の
転
換
点
を
迎
え
、

我
々
県
議
会
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、

県
民
の
声
を
的
確
に
県
政
に
反
映
さ
せ
、
郷
土
「
茨

城
」
の
発
展
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
県
政
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
る
環
境
整
備
の
推
進
を
は
じ
め
、

長
寿
福
祉
の
充
実
、
活
力
向
上
に
資
す
る
産
業
・
観

光
の
振
興
、
農
業
の
発
展
、
災
害
対
策
、
環
境
対
策
、

教
育
の
充
実
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
私
の

政
治
信
条
「
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
な
が
る
、
県
民
誰
も
が
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
茨
城
の
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け

て
、
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
議
長
と
し
て
、
県
議
会
に
お
い
て
、
時
代
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
茨

城
の
実
現
に
向
け
、
自
由
闊
達
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
誠
心
誠
意
努
め
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
の
第
４
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
１
１
５

代
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重
大
さ

を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
６
波
へ
の
備
え
を

万
全
に
し
つ
つ
、
観
光
産
業
や
飲
食
業
を
は
じ
め
と

し
た
県
内
産
業
へ
の
需
要
喚
起
を
図
る
経
済
対
策
に

軸
足
を
置
き
、
冷
え
込
ん
だ
地
域
経
済
を
力
強
く
回

復
さ
せ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
新
た
に
北

関
東
３
県
が
連
携
し
て
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
な
ど
、

広
域
的
な
連
携
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
叫
ば
れ
る
中
、

本
県
に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
化
を
図
る
新
産
業
の
創

出
・
集
積
を
目
指
す
と
と
も
に
、
民
間
企
業
と
連
携

し
て
電
気
自
動
車
用
充
電
設
備
の
整
備
促
進
を
図
る

な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
知
事
等
と
の
県
議
会
の

情
報
の
共
有
化
や
議
会
審
議
の
充
実
な
ど
を
は
じ
め
、

特
に
、
県
議
会
へ
の
県
民
参
画
の
推
進
に
向
け
て
、

県
議
会
自
ら
が
、
県
民
に
歩
み
寄
っ
て
い
く
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

県
議
会
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
県
勢
発
展
と
議

会
改
革
の
前
進
に
向
け
て
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
伊
沢
議
長
を
補
佐
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
民
参
画
の
推
進
に
向
け
た

議
会
改
革
の
実
現
を

光
り
輝
く
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た

茨
城
の
実
現
に
向
け
て
邁
進

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月

24
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
16
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
議
員
な
ど
か
ら
、
茨
城
県

議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
を
支
援
し
、
共
に
生
き
や
す
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
な
ど
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
知
事
か
ら
、
茨
城
県
森
林
湖

沼
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
同
条
例
に
つ
い

て
は
、
総
務
企
画
委
員
会
、
防
災
環
境

産
業
委
員
会
お
よ
び
営
業
戦
略
農
林
水

産
委
員
会
に
よ
る
連
合
審
査
会
の
審
査

な
ど
を
経
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
支
援
、
離
婚
後
の
子
育
て
、
ひ
と
り

親
世
帯
へ
の
支
援
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

拠
点
の
地
域
間
競
争
、小
児
が
ん
患
者
・

子
育
て
世
代
の
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

な
ど
へ
の
支
援
、
少
子
化
対
策
な
ど
の

項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
２
~
３
面
）

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の

審
査
、
休
日
議
会
開
催
の
成
果
と
課
題
、

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館

の
今
後
の
展
開
、
県
立
中
央
病
院
の
魅

力
向
上
策
、
北
関
東
３
県
の
連
携
強
化

に
よ
る
観
光
振
興
、
県
に
よ
る
工
業
団

地
開
発
の
基
準
の
指
標
化
な
ど
を
議
論

し
ま
し
た
。（
４
面
）

変
革
期
を
リ
ー
ド
す
る
新
時
代
の
茨

城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
新

時
代
の
茨
城
づ
く
り
に
向
け
た
諸
方
策

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
報
告
（
最
終

提
言
）
を
行
い
ま
し
た
。（
８
面
）

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年

度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
８
面
）

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、

人
事
、
決
算
、
報
告
、
意
見
書
、
請
願

な
ど
の
32
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
同

意
、
認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

茨城県議会議事堂

感染再拡大を防ぐため、基本的対策を

第
４
回
定
例
会
の
概
要

□マスクを正しく着け、手洗い、消毒、うがいを行い
　ましょう。
□換気をこまめにし、３密を避け、社会的距離を確保
　しましょう。
□食事時の会話は感染が生じやすいため、特に注意し
　ましょう。
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議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
年
齢
や

成
長
に
見
合
わ
な
い
責
任
を
負
う
こ
と

で
、
教
育
や
育
ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
や
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
孤
立
し
て

し
ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
支
援
が

必
要
だ
が
、
県
の
対
応
の
方
向
性
は
。

知
事

現
状
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
人
数
な
ど
基
本
的
な
情
報
が
不
十
分

な
た
め
、
ま
ず
は
中
学
校
と
高
校
の
生

徒
な
ど
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
が
必

要
と
考
え
る
。ま
た
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
対
す
る
県
民
の
認
知
度
向
上
な
ど
を

図
る
た
め
、
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
。

議
員

農
業
用
河
川
工
作
物
※2

や
た
め

池
な
ど
の
農
業
水
利
施
設
に
つ
い
て
、

老
朽
化
対
策
と
防
災
・
減
災
対
策
を
加

速
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
対
応
は
。

農
林
水
産
部
長

施
設
の
老
朽
化
対
策

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
施
設

に
起
因
す
る
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
。

ま
た
、
農
業
用
河
川
工
作
物
の
更
新
に

当
た
っ
て
は
、
土
地
改
良
区
や
農
業
者
、

河
川
管
理
者
と
施
設
の
統
廃
合
も
含
め

た
整
備
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
継

続
と
保
障
、

困
難
を
抱

え
る
子
ど

も
た
ち
の

学
び
の
支

援
な
ど
も

質
問
）

議
員

離
婚
後
も
子
ど
も
の
利
益
を
最

優
先
に
考
慮
し
、
養
育
費
の
確
保
や
適

切
な
面
会
交
流
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
県

と
し
て
も
制
度
の
周
知
や
相
談
体
制
の

整
備
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長

制
度
や

行
政
の
支
援
策
な
ど
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
セ
ミ
ナ
ー
で
周
知
す
る
ほ
か
、
今
年

度
か
ら
行
政
書
士
に
よ
る
専
門
相
談
を

開
始
し
た
。
住
民
に
身
近
な
市
町
村
職

員
に
、
相
談
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研

修
を
行
う
な
ど
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
相

談
支
援
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員

若
者
層
の
流
出
を
防
ぎ
、
定
住

に
結
び
つ
け
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
地
域
振
興
に
力
を
い
れ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事

企
業
誘
致
に
弾
み
を
つ
け
、
若

者
に
魅
力
あ
る
働
く
場
を
確
保
し
て
い

く
。
ま
た
、
観
光
な
ど
交
流
拡
大
を
促

進
す
る
ほ
か
、
生
活
環
境
の
向
上
に
よ

る
定
住
促
進
に
向
け
、
土
地
区
画
整
理

事
業
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
な
ど
の

市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、

障
が
い
者
に

配
慮
し
た
投

票
環
境
、
農

福
連
携
の
推

進
な
ど
も
質

問
）

議
員

圏
央
道
４
車
線
化
を
控
え
、
県

南
・
県
西
の
沿
線
地
域
に
対
す
る
企
業

の
立
地
需
要
は
一
層
高
ま
る
と
考
え
る
。

市
町
村
と
も
連
携
し
て
集
中
的
に
産
業

用
地
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

立
地
推
進
部
長

つ
く
ば
み
ら
い
市
福

岡
地
区
に
お
い
て
、
約
20
年
ぶ
り
の
県

施
行
開
発
に
着
手
し
た
。
市
町
村
の
開

発
計
画
の
事
業
化
を
積
極
的
に
支
援
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
県
施
行
の
対

象
地
区
検
討
の
た
め
の
調
査
を
進
め
、

産
業
用
地
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

議
員

石
下
紫
峰
高
校
、
結
城
第
一
高

校
に
お
け
る
外
国
人
特
例
枠
の
拡
大
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
も
と
に

実
施
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
外
国
籍
生

徒
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長

外
国
人
生
徒
が
個
々
の
能
力

を
発
揮
で
き
る
教
育
体
制
を
構
築
し
、

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
２
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
学
習

支
援
や
学
校
生
活

支
援
、
入
試
関
係

の
観
点
で
支
援
を

強
化
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
コ
ロ

ナ
を
踏
ま
え
た
予

算
編
成
方
針
、
観

光
振
興
な
ど
も
質

問
）

議
員

川
崎
臨
海
部
は
鹿
島
臨
海
工
業

地
帯
の
倍
の
出
荷
額
が
あ
り
、
モ
デ
ル

事
業
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
既
に
産
業

競
争
力
強
化
と
脱
炭
素
化
実
現
に
向
け

動
き
出
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点

競
争
に
ど
う
勝
ち
抜
い
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長

鹿
島
に
は
設
備
の
新

し
さ
や
多
様
な
産
業
集
積
、
ま
た
、
県

内
に
は
多
く
の
研
究
機
関
が
立
地
す
る

強
み
が
あ
る
。
港
湾
機
能
の
高
度
化
や

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
一
体
的
創

出
な
ど
、
企
業
が
新
た
な
取
り
組
み
を

行
い
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

議
員

が
ん
患
者
と
家
族
な
ど
の
相
談

に
乗
っ
て
生
活
計
画
を
作
成
、
進
捗
管

理
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
居
住
一
体
型
病

室
の
整
備
、
経
済
的
支
援
の
充
実
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

い
ば
ら
き
み
ん
な
の

が
ん
相
談
室
の
設
置
、
高
額
療
養
費
借

入
金
の
利
子
補
給
な
ど
の
患
者
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
小
児
が
ん
専
門
医
療
機

関
で
は
宿
泊
施
設
も
整
備
し
て
い
る
。

人
材
育
成
や
患
者
サ
ロ
ン
充
実
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
含
め
て
相
談
体
制
を
検

討
し
、
寄
り
添
え
る
支
援
に
努
め
る
。

議
員

教
員
の
欠
員
の
現
状
を
ど
う
認

識
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
人
材
確
保

と
勤
務
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長

補
充
教
員
を
適
切
に
配
置
す

る
た
め
、
各
教
育
事
務
所
の
講
師
志
願

者
情
報
を
県
全
体
で
共
有
し
、
退
職
者

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
個
別
に
働
き

掛
け
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
有
効
活
用
で
志

願
者
増
に
取
り
組
み
、
働
き
方
改
革
実

践
モ
デ
ル
校
の
成
果
を
広
め
、
教
員
が

安
心
し
て
働
け
る
勤
務
環
境
を
つ
く
る
。

（
ほ
か
に
、

児
童
虐
待
へ

の
対
応
、
性

犯
罪
・
性
暴

力
根
絶
に
向

け
た
取
り
組

み
な
ど
も
質

問
）

議
員

個
人
や
男
女
の
違
い
を
認
め
つ

つ
、
性
別
な
ど
に
も
繊
細
で
敏
感
な
感

受
性
を
身
に
付
け
る
べ
き
。
男
女
が
協

力
し
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
、
県
民

の
意
識
改
革
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
加
え
、

性
別
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
一
人
が

尊
重
さ
れ
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

の
実
現
が
必
要
。
団
体
・
企
業
に
よ
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣
言
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン

タ
ー
※4

を
拠
点

に
意
識
改
革
に

取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
少

子
化
対
策
、
霞

ケ
浦
環
境
科
学

セ
ン
タ
ー
な
ど

も
質
問
）

県
西
地
域
の
振
興

小
中
学
校
に
お
け
る

教
員
の
欠
員
の
実
状
と
対
策

小
児
が
ん
患
者
・
子
育
て
世
代
の

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
等
へ
の
支
援

離
婚
後
の
子
育
て
、

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
の
地
域
間
競
争

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
※1
へ
の
支
援

圏
央
道
沿
線
へ
の
産
業
用
地
の
確
保

石
下
紫
峰
高
校
等
に
お
け
る

外
国
人
特
例
枠
の
拡
大

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
※3

に
向
け
た
意
識
改
革
の
推
進

農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

防
災
・
減
災
対
策

ことば ※4【ダイバーシティ推進センター】…県女性プラザと県男女共同参画支援室の機能を統合し、令和２年11月に県三の丸庁舎にオープン。誰もが個性と能力を発揮し、あらゆる分野で活躍できる人材の育
成を推進するための拠点施設。なお、ダイバーシティとは「多様性」の意味。

※5【レモネードスタンド活動】…レモネードを販売して集まったお金を、小児がん治療のために寄付する社会貢献活動。

※2【農業用河川工作物】…河川区域内の土地に設置された農業用水利施設のこと。例えば、河川から農業用水を取り入れるための堰（せき）や樋門（ひもん）などが該当する。
※3【ジェンダー・ニュートラル】…社会的・文化的に形成された性別を意味する英語genderと、中立を意味するneutralを組み合わせた用語。性別にとらわれ過ぎず、性別に中立な姿勢・態度を目指す考

え方で、〈男〉〈女〉の分け方のみに過度に限定する考え方への疑義をも含む。

※1【ヤングケアラー】…一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている18歳未満の子どもを指す概念。 

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

飯田　智男 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出

田口　伸一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出  

髙橋　直子 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出  

ことば

新たなエネルギーの拠点として
飛躍が期待される鹿島臨海工業地帯

子どもの笑顔と幸せあふれる社会へ（休日議会
で披露された水戸二高の書道パフォーマンス）

ひとり親世帯への支援策など
を周知するリーフレット

県が開発に着手した、つくばみらい市
福岡地区の産業用地

小児がん患者と家族に寄り添う
レモネードスタンド活動 ※5

11
月
28
日︵
日
︶

鈴す
ず
き木　
　
　

将
ま
さ
し

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

髙た
か
は
し橋　
　

勝か
つ
の
り則

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

田た
ぐ
ち口　
　

伸し
ん
い
ち一

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

11
月
29
日︵
月
︶

飯い
い
だ田　
　

智と
し
お男

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

髙た
か
は
し橋　
　

直な
お
こ子

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

大お
お
わ
だ

和
田

寛ひ
ろ
き樹

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

11
月
30
日︵
火
︶

金か
ね
こ子　
　

晃て
る
ひ
さ久

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

遠え
ん
ど
う藤　
　
　

実
ま
こ
と

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

島し
ま
だ田　
　

幸こ
う
ぞ
う三

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
4
回
定
例
会
の

　
　
　
　
　

主
な
日
程

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
左

記
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

変
革
期
を
リ
ー
ド
す
る

新
時
代
の
茨
城
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

}}

議会中継は、こちらから録画映像で
ご覧になれます。

■
11
月
24
日︵
水
︶

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
︵
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
︶

■
11
月
28
日︵
日
︶  

※
休
日
議
会︵
第
７
面
︶

■
11
月
29
日︵
月
︶
本　
　

会　
　

議

■
11
月
30
日︵
火
︶︵
一
般
質
問
・
質
疑
︶

■
12
月
２
日︵
木
︶

常
任
委
員
会

　
　
　

３
日︵
金
︶

■
12
月
６
日︵
月
︶

決
算
特
別
委
員
会

■
12
月
７
日︵
火
︶

■
12
月
９
日︵
木
︶

本　
　

会　
　

議

︵
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
︶
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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

ことば ※【AIマッチングシステム】…入会の際に登録するプロフィールや価値観診断テスト（任意受検）の結果を基に、AIが相性のよい相手を紹介する機能を搭載した出会いマッチング
システム。

議
員

コ
ロ
ナ
第
６
波
に
備
え
る
た
め

の
地
域
性
に
応
じ
た
病
院
の
役
割
分
担

も
考
え
な
が
ら
、
い
か
に
病
床
数
を
増

や
す
の
か
。
保
健
所
の
さ
ら
な
る
事
務

効
率
化
に
向
け
て
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

知
事

政
府
が
求
め
る
水
準
以
上
の
８

７
７
病
床
を
確
保
し
、
軽
症
患
者
が
入

所
す
る
宿
泊
療
養
施
設
を
約
２
６
０
０

室
へ
大
幅
に
拡
充
し
て
医
療
提
供
体
制

を
強
化
し
た
。
ま
た
、
感
染
拡
大
時
に

保
健
所
が
業
務
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
、

応
援
職
員
の
拡
充
や
研
修
の
徹
底
な
ど
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

議
員

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど

う
推
進
し
、
太
陽
光
発
電
施
設
を
い
か

に
適
正
に
導
入
し
て
い
く
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長

本
県
の
導
入
量

は
全
国
１
位
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
関
係
法
令
の
規
制
に
よ
り
、
地
域
と

共
生
し
た
適
正
導
入
を
推
進
し
て
き
た
。

今
後
は
、
住
民
合
意
が
あ
る
「
促
進
区

域
」
へ
誘
導
で
き
る
国
の
新
制
度
も
活

用
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
市
町
村
と

連
携
し
て
適
正
導

入
を
推
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
飲
食

店
の
支
援
と
感
染

対
策
、
若
者
の
投

票
率
向
上
な
ど
も

質
問
）

議
員

少
子
化
は
、
将
来
の
働
き
手
不

足
や
内
需
の
縮
小
な
ど
、
社
会
に
与
え

る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
。
急
速
に
進

む
少
子
化
に
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

知
事

少
子
化
の
改
善
に
は
、
未
婚
化
・

晩
婚
化
対
策
が
重
要
な
た
め
、
Ａ
Ｉ

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
※

を
導
入
し
、

結
婚
支
援
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
不
妊

治
療
の
助
成
措
置
を
拡
充
す
る
な
ど
、

一
層
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
向
け
て

は
、
民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
引

き
続
き
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
学

校
の
小
規
模
化
が
進
行
し
、
教
育
環
境

の
格
差
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の

再
編
・
統
合
が
遅
れ
て
い
る
地
域
に
は
、

県
が
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長

教
員
の
加
配
や
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
経
費
な
ど
の
助
成
、
学
校
統
合
の

事
例
紹
介
の
充
実
に
加
え
、
今
後
は
市

町
村
に
対
し
て
実
態
調
査
を
行
い
、
実

情
に
応
じ
た
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
防

止
対
策
、安
全
・

安
心
な
通
学
路

の
整
備
な
ど
も

質
問
）

議
員

物
流
や
防
災
な
ど
の
課
題
解
決

に
向
け
、
加
速
度
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
を
背
景
に
、
最
先
端
ド
ロ
ー
ン

技
術
の
社
会
実
装
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。
空
を
活
用
し
た
新
し
い
移
動
手
段

と
物
流
の
展
望
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

知
事

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
磨
き
上
げ

に
よ
る
事
業
活
動
の
加
速
化
や
県
内
外

の
優
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
活
用
、
ド
ロ
ー

ン
技
術
の
動
向
を
踏
ま
え
た
助
言
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
る
。
民
間
活
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、社
会
課
題
の
解
決
な
ど
に
取
り
組
む
。

議
員

社
会
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
、

新
産
業
の
創
出
に
よ
る
経
済
成
長
を
加

速
化
す
る
た
め
に
は
、
次
世
代
自
動
車

関
連
企
業
の
誘
致
が
必
要
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

立
地
推
進
部
長

企
業
の
投
資
計
画
な

ど
を
分
析
し
、
戦
略
的
誘
致
を
展
開
し

て
い
る
。
補
助
制
度
を
弾
力
的
に
見
直

す
な
ど
支
援
策
の
充
実
に
努
め
、
本
県

の
優
遇
制
度
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
生
産
・

研
究
開
発
拠
点
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
県
管
理

河
川
に
お
け
る
脆
弱

箇
所
の
把
握
と
対
策
、

大
規
模
災
害
に
対
す

る
警
察
の
役
割
な
ど

も
質
問
）

少
子
化
対
策

小
中
学
校
の

適
正
規
模
・
適
正
配
置
等
の
推
進

児
童
生
徒
の
自
殺
の
未
然
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み

茨
城
空
港
の
振
興

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

空
の
移
動
革
命
を
見
据
え
た

最
先
端
技
術
の
社
会
実
装

一般質問（要旨）

大和田　寛樹 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出

議
員

茨
城
空
港
の
振
興
を
図
る
た
め
、

国
内
線
の
利
用
促
進
や
空
港
公
園
の
活

用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事

全
便
運
航
が
再
開
し
た
国
内
線

の
利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
利
用
者
数

は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
。

航
空
需
要
を
今
後
も
安
定
さ
せ
る
た
め
、

若
年
層
を
中
心
に
新
た
な
利
用
層
の
開

拓
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
空
港
公
園
は

多
目
的
に
利
用
で
き
る
空
間
と
し
て
活

用
し
つ
つ
、
地
域
振
興
に
寄
与
で
き
る

公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員

全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
児

童
生
徒
の
自
殺
に
つ
い
て
、
未
然
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を
早
急
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

教
育
長

児
童
生
徒
の
悩
み
の
早
期
発

見
や
相
談
体
制
の
整
備
、
心
理
的
負
担

へ
の
対
処
方
法
に
関
す
る
教
育
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
学
校
と

保
護
者
が
情
報
共
有
で
き
る
関
係
づ
く

り
に
努
め
る
ほ
か
、
県
警
な
ど
と
事
前

に
協
議
し
、
対
応
方
法
を
共
有
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
自
衛
隊

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
訓
練
、
農
業
を

支
え
る
担
い
手
の

確
保
な
ど
も
質
問
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
６
波
へ
の
備
え

次
世
代
自
動
車
産
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化

に
向
け
た
戦
略
的
企
業
誘
致

金子　晃久 議員
いばらき自民党
常総市・八千代町選出 

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

遠藤　　実 議員
県民フォーラム
那 珂 市 選 出

議
員
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
し
、
共
に
生
き

や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
意
見
書

○
私
学
助
成
の
拡
充
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
有
事
の
医
療
提

供
体
制
と
平
時
の
医
療
提
供
体
制
の
両
立
維
持
の
た
め
の
財
源

確
保
を
求
め
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
令
和
３
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算

○
流
域
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
令
和
２
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
に
係
る
利
益
の
処
分
に
つ

い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
茨
城
中
央
工
業
団
地
（
笠

間
地
区
）
事
業
用
地
）

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
茨
城
県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
）

ほ
か
12
件

◆
認
定

○
令
和
２
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

ほ
か
１
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分

に
つ
い
て

請

願

○
令
和
４
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

※
意
見
書
お
よ
び
請
願
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

AIを活用した結婚支援
社会実装を目指すドローン

（つくば市住宅街での配送試験）

県内の太陽光発電施設茨城空港のさらなる振興を
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常任委員会の審査から

ことば

ことば

問

11
月
28
日（
日
）に
初
開
催
し

た
休
日
議
会
の
成
果
と
課
題
は
。

開
催
内
容
な
ど
も
し
っ
か
り
考
え

継
続
し
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

答

初
め
て
議
会
の
傍
聴
に
来
た

方
も
多
く
、
議
場
で
の
熱
心
な
議

論
を
じ
か
に
感
じ
、
県
政
や
議
会

に
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
。
一
方
、
職
員
の
休
日
出
勤
に

伴
う
諸
経
費
な
ど
が
課
題
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
整
理
し
て
議
会
に
示
し
、

次
回
開
催
に
向
け
た
可
否
に
つ
い

て
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
※1

の

利
用
状
況
と
課
題
、
今
後
の
整
備

計
画
、
全
線
開
通
の
時
期
は
。

答

直
近
で
月
１
２
０
０
名
程
度

が
利
用
し
て
い
る
が
、
道
が
滑
り

や
す
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
の
で
、

注
意
喚
起
し
て
い
く
。
大
子
町
か

ら
南
へ
順
次
整
備
を
進
め
て
お
り
、

全
線
開
通
は
令
和
７
年
度
を
予
定
。

（
ほ
か
に
、
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄

道
延
伸
計
画
の
課
題
と
対
応
、
砂

沼
サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地
利
用
と
県
に

よ
る
支
援
な
ど
も
質
問
）

問

工
業
団
地
開
発
は
、
整
備
済

み
の
保
有
土
地
の
売
却
も
あ
り
、

新
た
に
進
め
る
か
否
か
の
見
極
め

が
難
し
い
。
事
業
採
算
性
、
土
地

の
災
害
リ
ス
ク
、
企
業
か
ら
の
引

き
合
い
状
況
な
ど
の
審
査
基
準
を

指
標
化
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

答

20
年
ぶ
り
の
県
施
行
と
な
る

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
岡
地
区
の
開

発
で
は
、
企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
っ
た
。
イ
ン
フ
ラ
状
況
な

ど
、
現
在
設
け
て
い
る
審
査
基
準

を
さ
ら
に
細
か
く
精
査
し
て
い
く
。

問

近
年
、
大
型
車
の
増
加
な
ど

で
、
道
路
舗
装
の
劣
化
が
著
し
い
。

管
理
瑕
疵
に
つ
な
が
る
た
め
、
対

策
が
必
要
だ
が
、
所
見
は
。

答

今
年
度
か
ら
、
那
珂
市
内
の

国
道
３
４
９
号
で
、
新
し
い
舗
装

材
料
の
検
証
を
進
め
て
い
る
。
今

後
、
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
新
材

料
の
有
効
性
を
確
認
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

熱
海
市
伊

豆
山
地
区

土
砂
災
害

を
受
け
た

本
県
の
対

策
、
茨
城

空
港
テ
ク

ノ
パ
ー
ク

へ
の
企
業

立
地
の
決

め
手
な
ど

も
質
問
）

問

患
者
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら

選
ば
れ
る
た
め
、
県
立
中
央
病
院

の
魅
力
を
一
層
高
め
る
た
め
の
努

力
が
必
要
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

答

紹
介
患
者
を
増
や
す
た
め
、

近
隣
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
県
内
に
定
着
す
る
医
師
を

輩
出
で
き
る
よ
う
、
筑
波
大
学
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し

た
教
育
が
で
き
る
施
設
を
目
指
す
。

問

県
立
医
療
大
学
に
お
け
る
今

回
の
採
点
ミ
ス
は
、
問
題
の
順
番

を
入
れ
替
え
た
後
の
確
認
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
の
こ

と
だ
が
、
再
発
防
止
策
は
。

答

問
題
な
ど
の
修
正
の
際
に
確

認
漏
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
確
認

者
や
手
順
な
ど
の
ル
ー
ル
化
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
見
直
し
を
行

う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
文
書
化

す
る
な
ど
、
再
発
防
止
に
万
全
を

期
す
。

（
ほ
か
に
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

※3
の
積
極
的
勧
奨
再
開
の
国
の
方

針
を
受
け
た
対
応
な
ど
も
質
問
）

問

20
周
年
記
念
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

が
、
多
様
な
層
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
魅
力
あ
る
水
族
館
を
目
指
し
て

も
ら
い
た
い
。
今
後
の
展
開
は
。

答

新
た
な
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
向

け
、
人
気
ア
ニ
メ
な
ど
と
の
共
同

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。
今
後
も
ア
ニ
メ
以
外
の
分

野
と
の
連
携
な
ど
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

問

原
子
力
広
報
紙
に
お
い
て
、

東
海
第
二
発
電
所
の
安
全
対
策
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
事

で
あ
る
が
、
放
射
線
の
正
し
い
知

識
が
得
ら
れ
る
広
報
も
必
要
だ
と

考
え
る
。
取
り
組
み
状
況
は
。

答

一
般
県
民
向
け
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
児
童
生
徒
を
対
象
に

し
た
教
材
で
の
普
及
啓
発
に
加

え
、
講
演
会
へ
の
専
門
家
の
派

遣
、
ラ
ジ
オ
広
報
や
そ
の
内
容
の

ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
、
中
小
企
業
へ
の
専
門
人
材
の

派
遣
支
援
な
ど
も
質
問
）

問

信
号
機
の
無
い
横
断
歩
道
に

歩
行
者
が
い
る
場
合
の
自
動
車
の

停
車
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
い
が
、

向
上
に
向
け
た
対
策
は
。

答

横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
や
横

断
歩
道
の
車
道
方
向
を
ハ
ン
プ
 ※4

構
造
に
し
、
自
動
車
の
走
行
速
度

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

や
正
し
い
横
断
の
徹
底
に
つ
い
て
、

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

問

定
め
ら
れ
た
教
員
数
が
未
配

置
の
場
合
や
、
年
度
途
中
で
育
児

休
業
な
ど
に
な
っ
た
時
の
対
応
は
。

答

配
置
さ
れ
る
教
員
数
に
は
余

裕
が
あ
る
た
め
、
学
級
担
任
以
外

の
教
員
な
ど
が
指
導
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
学
習
に
影
響
は
な
い
。

ま
た
、
年
度
途
中
で
補
充
が
必
要

な
時
は
、
教
育
事
務
所
の
講
師
志

願
者
リ
ス
ト
か
ら
採
用
し
て
い
る

ほ
か
、
退
職
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
教
員
の
不
祥
事
根
絶

に
向
け
た
取
り
組
み
、
警
察
施
設

の
再
編
整
備
計
画
な
ど
も
質
問
）

問

北
関
東
３
県
の
連
携
を
強
化

し
、
観
光
振
興
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
、
鉄
道
、
高
速
道
路
、

空
港
、
港
湾
を
も
っ
と
活
用
し
た

誘
客
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

令
和
５
年
秋
に
開
催
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
※2

を
契
機
に
連
携
を
図
る
な
ど
、
北

関
東
３
県
の
周
遊
に
よ
る
誘
客
を

促
進
し
て
い
く
。
本
県
に
は
陸
海

空
の
イ
ン
フ
ラ
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

有
効
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問

農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理

な
ど
の
た
め
、
農
家
が
支
払
う
賦

課
金
が
増
額
さ
れ
た
土
地
改
良
区

が
あ
る
。
米
価
が
下
落
し
、
苦
し

い
状
況
に
あ
る
中
、
農
家
に
寄
り

添
い
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
や
補

修
経
費
の
一
部
補
助
な
ど
、
土
地

改
良
区
の
運
営
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
良
い
方
策
を
関
係
機

関
な
ど
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
旅
あ
ん
し
ん
割
、

霞
ヶ
浦
に
お
け
る
漁
業
就
業
希
望

者
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

土木企業立地推進委員会

総務企画委員会営業戦略農林水産委員会

保健福祉医療委員会文教警察委員会

防災環境産業委員会

※4【ハンプ】…交通安全対策のために、道路の路面に設けられた凸状の部分のこと。

※2【デスティネーションキャンペーン】…ＪＲグループ６社と県・市町村・地元観光事業者などが一体となって開催する国内最大規模の観光キャンペーン。令和５年10月～ 12月に本県での開催が決定している。

※3【HPVワクチン】…ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を防ぐためのワクチン。子宮頸がんを予防できることが期待されているもの。

※1【県北ロングトレイル】…県北６市町にまたがる、全長320㌔（予定）にわたる「歩く旅」を楽しむための道。里と山を歩きながら多様な地形や眺望、史跡などを楽しむことができる。

さらなる整備と利用促進が期待される
県北ロングトレイル

20周年記念事業第５弾として３月末まで開催
Ⓒ尾田栄一郎/集英社・フジテレビ・東映アニメーション

県立中央病院の教育機能
のさらなる強化を信号機の無い横断歩道における横断の様子

企業立地が決定した工業団地（茨城空港テクノパーク）

北関東３県連携による観光 PR

現
在
設
け
て
い
る
審
査
基
準
を
さ
ら
に
細
か
く
精
査
し
て
い
く

県
が
工
業
団
地
を
開
発
す
る
上
で
の
審
査
基
準
を
指
標
化
す
べ
き

課
題
を
議
会
に
示
し
、
次
回
開
催
の
可
否
を
判
断
い
た
だ
く

休
日
議
会
開
催
の
成
果
と
課
題
、
今
後
の
開
催
は

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
教
育
機
能
の
強
化
に
取
り
組
む

県
立
中
央
病
院
の
魅
力
向
上
策
は

歩
行
者
優
先
と
正
し
い
横
断
の
徹
底
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
て
い
く

信
号
機
の
無
い
横
断
歩
道
で
の
車
の
停
車
率
向
上
に
向
け
た
対
策
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の
連
携
な
ど
新
た
な
挑
戦
を
行
っ
て
い
く

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
大
洗
水
族
館
の
今
後
の
展
開
は

３
県
の
周
遊
に
よ
る
誘
客
を
促
進
し
て
い
く

北
関
東
３
県
の
連
携
で
観
光
振
興
を
図
る
べ
き
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牛久シャトー（牛久市）
　牛久シャトーは、1903 年に
日本初の本格的ワイン醸造場と
して開設され、令和２年に日本
遺産に認定されました。その歴
史や、ビール醸造など新たな取
り組みについて伺いました。

茨城県立図書館（水戸市）
　昨年７月、１階にカフェを設
置して、「静かで本を借りるた
めの場所」というイメージを一
新し、学びや交流など多様な活
動拠点として魅力向上に取り組
む県立図書館を視察しました。

東海村役場（東海村）
　東海村は、（株）日立システム
ズとＤＸを共同で推進する連携
協定を締結し、業務量削減に貢
献するＤＸ関連の共同開発を
行っており、その取り組みなど
について意見交換を行いました。

株式会社ワープスペース、つくば市
スタートアップ推進室（つくば市）
　筑波大学発で、人工衛星向け
通信サービスなどを行い、新た
なビジネスモデルで急成長を目
指す株式会社ワープスペースな
どの取り組みを視察しました。

筑波メディカルセンター病院（つくば市）
　地域の中核病院として新型コ
ロナウイルス感染症に対応中で
あり、東日本大震災などでも、
非常事態における医療提供活動
の拠点となった筑波メディカル
センター病院を視察しました。

筑波山縁むすび（つくば市）
　常陸小田米を使用したおにぎ
り、米を使ったスイーツや焼酎
の販売など、「筑波山縁むすび」
による６次産業化の取り組みな
どを視察しました。

笠間市「道の駅」整備事業
（笠間市）
　昨年９月に笠間市内の国道
355号沿線に整備され、鉄道な
どと連携した交通結節点や防災
拠点などとして期待される「道
の駅かさま」を視察しました。

県立太田第一高等学校（常陸太田
市）、県立水戸第三高等学校（水戸市）

県立高校入学者選抜学力検査
等の採点誤りが多数発生したこ
とを受けて、高校の先生方の声
を聞き、採点業務の課題などに
ついて意見交換を行いました。

いばらきフラワーパーク、花やさと山（石岡市）
（一財）石岡市産業文化事業団

と（株）パーク・コーポレーショ
ンの共同事業体を指定管理者と
してリニューアルオープンした
フラワーパーク、隣接する花や
さと山を視察しました。

不適正残土対策等について
（阿見町）

県および市町村の条例で規制
されている土砂などが無許可埋
め立てされた現場を視察し、今
後の対応などについて、質疑・
意見交換を行いました。

社会福祉法人茨城補成会（茨城町）
　児童養護施設や福祉型障害児
入所施設、障害者支援施設の運
営、就労移行支援事業などを展
開し、児童や障害者などの支援
に取り組む社会福祉法人茨城補
成会の各施設を視察しました。

ことば ※3【DX（デジタルトランスフォーメーション）】…デジタル技術やデータの活用などが、さまざまな社会領域に浸透することで、社会生活をより良い方向に変化させること。自治体業務についても、ＤＸを推進
することで、業務の効率化、新たな住民サービスの向上などにつなげていくことが求められている。

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
知
事
か
ら
、
森

林
湖
沼
環
境
税
（
令
和
３
年
度
末
で
課
税
期
間

満
了
）
の
課
税
期
間
延
長
を
求
め
る
「
茨
城
県

森
林
湖
沼
環
境
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
提
出
さ
れ
、
総
務
企
画
委
員
会
は
、
本

議
案
審
議
の
た
め
、
関
連
す
る
防
災
環
境
産
業

委
員
会
、
営
業
戦
略
農
林
水
産
委
員
会
と
連
合

審
査
会
※1
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
の
過
程
で
は
、税
額
の
検
討
経
過
、霞
ヶ

浦
湖
上
体
験
ス
ク
ー
ル
や
木
育
※2
な
ど
の
環
境

教
育
等
を
通
じ
た
環
境
保
全
に
対
す
る
県
民
意

識
の
醸
成
、
浄
化
槽
の
法
定
検
査
未
受
検
者
に

対
す
る
指
導
の
徹
底
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
審
査
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
条

例
の
一
部
改
正
は
、
特
例
期
間
の
延
長
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
、
森
林
湖
沼
環
境
税
を
財
源
と

す
る
予
算
措
置
と
、
そ
の
配
分
を
認
め
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
総
務
企
画
委
員

会
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
、
閉
会
日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

項　目 概　要

改正理由など
・平成20年度に導入した森林湖沼環境税は、今年度末で課

税期間が満了
・引き続き、森林や湖沼・河川の環境保全に資する施策を推

進するため、課税期間延長を提案

背景・必要性

・これまで森林や湖沼・河川の環境保全に資する事業を実施
した結果、一定の効果が上がっている。

・一方、適切な森林整備と森林資源の循環利用を進めるため
集約化を加速することや、霞ヶ浦の水質を悪化させないよ
う水質浄化効果が高い事業に重点化し、引き続き施策の推
進が必要

内　　　容 ・税率の特例期間を令和８年度まで５年間延長

効果・影響
・税の活用により、森林や湖沼・河川の環境保全に資する事

業を引き続き推進することで、これらの自然環境の公益的
機能をより発揮できる状態としていくことが期待できる。

那珂川緊急治水対策プロジェクト / 一級河
川藤井川　危機管理型ハード対策（水戸市）
　令和元年東日本台風の被害を
受けて取りまとめた「那珂川緊
急治水対策プロジェクト」のう
ち、藤井川における堤防機能の
強化工事を視察しました。

ことば ※ 1【連合審査会】…事件の付託を受けた委員会が、他の関連する委員会と合同で審査し、又は調査するために開く会議。
※ 2【木育】…幼少期から、自然な形で木とふれあい、日常生活の中で使っていく体験などを通して、人と木や森林との関わりや木材利用の意義を身に付けていく教育活動のこと。

営業戦略農林水産委員会（鈴木将委員長）

閉会中の委員会活動（県内現地調査と主な視察先）

　土木企業立地推進委員会（加藤明良委員長）　

　文教警察委員会（田口伸一委員長）　

　総務企画委員会（戸井田和之委員長）　

【重点審査テーマ】デジタルトランスフォーメーション（DX）※3の推進に向けた取り組み

【重点審査テーマ】コロナ禍における中小企業への支援とポストコロナを見据えた取り組み

【重点審査テーマ】非常事態を想定した保健・医療・福祉の支援体制について

【重点審査テーマ】アフターコロナを見据えた本県の観光振興

【重点審査テーマ】災害から住民生活を守るインフラのあり方

【重点審査テーマ】学びの変革

　防災環境産業委員会（星田弘司委員長）　

保健福祉医療委員会（岡田拓也委員長）

「
茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決
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し
た
。
県
政
で
は
、「
挑

戦
」
な
ど
３
つ
を
基

本
姿
勢
と
す
る
大
井

川
和
彦
知
事
の
２
期

目
が
始
動
し
ま
し
た

が
、
国
政
も
、
県
政

も
緊
張
感
の
な
い
政

治
に
前
進
は
な
い
、

と
言
わ
れ
ま
す
。

い
ば
ら
き
自
民
党
は
二
元
代

表
制
の
下
、
政
務
調
査
会
が
政

策
立
案
機
能
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。
先
の
第
４
回
定
例
会

で
可
決
・
成
立
し
た
議
員
提
出

議
案
「
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
は
、
政
策

条
例
と
し
て
20
本
目
、
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

ま
た
、
昨
年
暮
れ
に
は
、
第

６
波
へ
の
備
え
と
経
済
・
産
業

の
早
期
回
復
を
中
心
に
、
新
規

62
件
、
一
部
修
正
１
５
５
件
を

含
む
総
項
目
数
２
６
４
２
件
に

上
る
令
和
４
年
度
重
要
政
策
大

綱
を
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
か
ら
の
要
望
聴
取
や

議
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
な
ど
を
政
務

調
査
会
、
議
員
会
で
吟
味
し
な

が
ら
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

所
属
議
員
45
名
は
、
県
民
の

安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
一
日
も

早
く
取
り
戻
す
た
め
、
議
会
活

動
に
邁
進
し
て
い
く
決
意
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
県
民

各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ら
、
約
２
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
と
感
染
の
再

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
社
会
全
般
に

大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
社
会
」
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
や
各

種
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

諸
課
題
を
生
活
者
と
と
も
に
受
け
止
め
、
大

井
川
知
事
に
対
し
、
感
染
拡
大
の
防
止
や
生

活
者
・
事
業
者
へ
の
支
援
等
に
適
切
に
取
り

組
む
よ
う
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
県
民

の
皆
様
の
生
活
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
医
療

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲

弊
し
た
地
域
経
済
の
早
期
回
復
を
目
指
す
と

と
も
に
、
生
活
者
や
働
く
者
の
立
場
に
た
つ

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
罹
患
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
と
日
々
闘
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
か

保
育
士
な
ど
の
賃
金
の
抜
本
引
き
上
げ
が
必

要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
や
収
入
減
、
倒
産
・
廃

業
な
ど
が
深
刻
で
す
。
く
ら
し
と
営
業
を
守

る
最
大
の
決
め
手
、
消
費
税
５
％
へ
の
減
税

を
求
め
ま
す
。

本
県
農
業
を
支
え
る
小
規
模
家
族
農
業
や

新
規
就
農
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
米
価
下
落
の
緊
急
対
策
と
し
て
、

政
府
に
よ
る
米
の
買
い
上
げ
を
実
施
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

く
ら
し
と
家
計
を
応
援
す
る
こ
と
が
、
コ

ロ
ナ
危
機
で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
を
立
て
直

す
確
か
な
道
で
す
。

古
く
て
危
険
な
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

ス
ト
ッ
プ
へ
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
福

島
第
一
原
発
汚
染
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
反

対
し
ま
す
。
気
候
危
機
の
打
開
へ
、
共
同
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

陸
上
自
衛
隊
百
里
基
地
に
お
け
る
自
衛
隊

オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
や
日
米
共
同
訓
練
の
中
止

を
強
く
求
め
ま
す
。
憲
法
９
条
を
守
り
生
か

す
共
同
を
広
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
女
性
の
脆
弱
性
も
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
の
自
殺
・
貧
困（
生

理
の
貧
困
）
等
の
課
題
が
明
ら
か
で
す
。
非

正
規
雇
用
の
多
く
の
女
性
た
ち
は
職
を
失
い
、

特
に
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
女
性
た
ち
の
ダ

メ
ー
ジ
は
大
き
く
子
育
て
等
、
日
々
の
生
活

に
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
女
性
の
自
立

に
む
け
た
教
育
と
支
援
、
そ
し
て
親
の
所
得

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
給
付
型
奨
学
金
等
を
提
案
し
て

お
り
ま
す
。

厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
力
を

合
わ
せ
て
の
り
こ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

茨
城
家
族
と
し
て
愛
を
胸
に
、
温
か
い
茨
城

県
を
育
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
憲
い
ば
ら
き
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
均
衡
し
た
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
二
人

会
派
で
す
。
ひ
と
り
一
人
に
寄
り
添
う
温
か

い
政
治
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
た
な

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
新
年
を
迎
え
ま

し
た
。

昨
年
の
衆
院
選
挙
・
知
事
選
挙
で
は
、
命

と
く
ら
し
を
大
切
に
す
る
政
治
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
ま
し
た
。

県
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
は
、
医
療
や
福

祉
の
充
実
、
子
育
て
支
援
で
す
。
全
国
８
位

の
財
政
力
は
そ
の
た
め
に
生
か
す
べ
き
で
す
。

ケ
ア
労
働
の
担
い
手
、
看
護
師
や
介
護
士
・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
か

ら
２
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
皆
様
の
ご
冥
福
と

罹
患
さ
れ
た
方
、
治
療
中
の
方
々
へ
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

医
師
不
足
の
茨
城
県
で
、
医
療
現
場
の
声

を
も
と
に
保
健
所
機
能
の
強
化
や
検
査
体
制

の
充
実
は
重
要
で
す
。
命
を
守
る
た
め
に
、

医
療
従
事
者
と
行
政
が
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
し

各
会
派

基
本
方
針

命
を
守
り
、
希
望
が
持
て
る

安
心
な
暮
ら
し
を

令
和
４
年

県民フォーラム
代表

い
ば
ら
き
自
民
党

いばらき自民党
議員会長

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

齋藤　英彰

生
活
者
と
働
く
者
の
立
場

か
ら
、共
生
社
会
の
実
現
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新

た
な
変
異
株
が
世
界
で
急
拡
大

す
る
中
、
新
し
い
年
が
明
け
ま

し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
罹

患
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

昼
夜
を
問
わ
ず
治
療
に
あ
た
っ

て
お
ら
れ
る
医
療
従
事
者
や
、

感
染
防
止
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

わ
が
党
は
昨
年
、
９
月
の
知

事
選
と
10
月
の
衆
院
総
選
挙
に

勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
県
民
の
皆
様
の
ご
支
援

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国
政
で
は
単
独
で
絶
対
安
定

多
数
を
維
持
し
、
第
２
次
岸
田

（
文
雄
）
内
閣
は
昨
年
11
月
、

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
経
済
活
動

の
両
立
に
向
け
、
過
去
最
大
規

模
の
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
ま

し
た
迅
速
で
的
確
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
、

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
大
規
模
接
種
会

場
の
設
置
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後

の
後
遺
症
に
苦
し
む
方
々
へ
の
相
談
窓
口
や

専
門
外
来
医
療
機
関
の
整
備
な
ど
で
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た
産
業
と
雇

用
を
守
る
支
援
策
や
消
費
の
回
復
を
後
押
し

す
る
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
規
模
な
自
然
災
害
へ
の
対
策
も
急
務
で

す
。
県
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
切
れ

目
の
な
い
防
災
・
減
災
の
施
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

防
災
・
減
災
を
政
治
の
主
流
に
し
、
強
靭
な

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
公
明
党
は
、
県
民
の
小
さ
な
声
も

政
治
に
反
映
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
茨
城

県
予
算
編
成
に
向
け
、
３
３
２
項
目
の
政
策

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
昨
年
末
に
大
井
川
知

事
へ
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
民
の
命

を
守
り
、
希
望
が
持
て
る
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
の
た
め
、
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
罹
患
さ
れ
ま
し
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
明
党
は
昨
年
末
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
第
6
波
に
備
え
た
医
療
提
供
体
制
の
整

備
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
大
井
川
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。
要
望
で
は
、
病
床
の
確
保
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
活
用

公　　明　　党
茨城県議会議員会
代表

公
明
党

高崎　　進

く
ら
し
・
福
祉
支
え
、憲
法

９
条
守
る
共
同
広
げ
ま
す

ひ
と
り
一
人
の
命
と

暮
ら
し
に
寄
り
添
う

日 本 共 産 党
茨 城 県 議 会
議員団長

立憲いばらき
代表

日
本
共
産
党

立
憲
い
ば
ら
き

山中 たい子設楽 詠美子

緊
張
感
も
っ
て

安
心
安
全
取
り
戻
す

白田　信夫
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第
４
回
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を

支
援
し
、
共
に
生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
12
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
自
分
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、

ケ
ア
※2

に
伴
う
負
担
を
軽
減
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

教
育
の
機
会
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
ケ
ア
ラ
ー
を
社

会
全
体
で
支
え
、
県
民
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
支
援
の
必
要
性
の
把
握
」
や
「
支

援
策
の
推
進
」、「
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
社
会
的
な
理

解
の
促
進
」
な
ど
に
関
し
、
県
が
、
市
町
村
の
主
体

的
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

連
携
お
よ
び
協
力
を
図
り
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
議
員
提
案
政
策
条
例
は
、
こ
の
条
例
で
20

件
目
で
す
。
県
議
会
は
今
後
も
、
積
極
的
に
政
策
立

案
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
４
回
定
例
会
で
、
議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
12
月
14
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
議
会
で
は
、
平
成
24
年
の
制
定
か
ら
８
年
が
経
過
す
る
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
昨
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お
い

て
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、「
県
議
会
災
害

対
策
会
議
の
位
置
付
け
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
議
会
の
対
応
」
や
、「
県
民
参
画
に
よ
る
開
か

れ
た
議
会
の
推
進
」、「
執
行
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
と
情
報
共
有
を
通
じ
た
議
会
の
監
視
機
能
強
化
」、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
効
率
的
な
議
会
運
営
」

の
４
項
目
に
関
し
て
新
た
に
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
社
会
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
よ
り
一
層
、
県
議
会
が
県
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
い
く
上
で
必
要
な
改
正

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
県
議
会
で
は
、
不
断
の
改
革
に
よ
り
、

県
民
の
皆
様
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

11
月
28
日
（
日
）、「
休
日
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
様
に
、
議
会
活
動
を
身
近
な
も
の
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
理
解
と
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
が

開
催
趣
旨
で
あ
り
、「
県
民
参
画
」
を
趣
旨
と
す
る
も
の
と

し
て
は
、
都
道
府
県
議
会
と
し
て
初
の
取
り
組
み
で
も
あ

り
ま
す
。

本
会
議
の
開
催
に
先
立
ち
、
県
議
会
議
員
と
高
校
生
に

よ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
ほ
か
、
本
県
の
未
来
を
担
う
高
校
生
た
ち
の
主
権
者
意

識
の
向
上
な
ど
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
県
政
一
般
に
関
す

る
質
問
（
一
般
質
問
）
の
傍
聴
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

傍
聴
席
３
０
０
席
は
、
議
事
堂
で
の
一
般
質
問
開
始
時

に
は
、
若
い
世
代
を
含
め
た
県
民
の
方
々
で
概
ね
満
席
（
傍

聴
に
伴
う
コ
ロ
ナ
対
策
も
実
施
）
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
水
戸
二
高
書
道
部

の
協
力
を
得
て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
議
事
堂
１
階
で
は
、
同
高
書
道
部
と
美
術
部

に
よ
る
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
休
日
開
催
に
伴
う
職
員
負

担
な
ど
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
効
果
を
検
証
し
て

ま
い
り
ま
す
。

「
茨
城
県
議
会
と
常
磐
大
学
お
よ
び
常
磐
短
期
大
学
の
相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
」の
締
結
を
記
念
し
、
県
議
会
お
よ
び
同
大
学
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
常
井
洋
治
議
長
が
、「
県
政
を
リ
ー
ド
す
る
茨
城
県
議
会
」と
題
し
、
常

磐
大
学
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
に
お
い
て
は
、
県
議
会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
へ
の

関
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
学
生
に
対
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
制
定
本
数
を
誇
る「
議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条
例
」の
立
案
・
制
定
な
ど
、
県

議
会
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
29
日
に
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※3

誕
生

の
舞
台
裏
」と
題
し
、
富
田
敬
子
常
磐
大
学
・

常
磐
短
期
大
学
長
が
、
県
議
会
で
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

富
田
学
長
か
ら
は
、
国
連
職
員
時
代
に
携

わ
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
策
定
過
程
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
交
え
て
講
演
い
た
だ
き
、
県
議
会

議
員
と
県
執
行
部
職
員
な
ど
が
聴
講
し
ま
し

た
。今

後
も
、
大
学
が
持
つ
知
見
を
議
会
の
政

策
立
案
に
生
か
す
と
と
も
に
、
本
県
の
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
２
つ
の
条
例
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ことば

※1【ケアラー】…この条例において、「心身の機能の低下、負傷、疾病、障害その他の理由により援助を必要とする家族、身近な人その他の者に対して、無償でケアを行う者」と定義。
※2【ケア】…この条例において、「介護、看護、日常生活上の世話その他の援助」と定義。

※3【SDGs】…Sustainable Development Goals の略語。2015年9月の国連サミットで採択された行動計画に記載された、持続可能でよりよい世界を目指す17の国際目標であり、この行動計画では、地球
上の「誰一人取り残さない」持続可能で、多様性と包摂性のある社会の実現がうたわれている。

ことば

条例の提案説明を行う鈴木将議員条例の提案説明を行う小川一成議員

傍聴席からの本会議の様子 高校生による書道パフォーマンス

ケアラー条例
はこちらから

議会基本条例
はこちらから

高校生との意見交換会の様子

常磐大学で講演する常井洋治議長

県議会議事堂で講演する富田敬子常磐大学・常磐短期大学長

議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
※1

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
し
、

共
に
生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

議
員
提
案
に
よ
り
「
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

休
日
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
茨
城
県
議
会
と
常
磐
大
学
お
よ
び
常
磐
短
期
大
学
の
相
互
連
携
・

協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
締
結
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た



いばらき県議会だより No.2182022年（令和4年）1月16日（日曜日） 8

͜ͷ޿ใࢴ͸࠶ੜࢴΛ࢖༻ͯ͠い·͢

「
変
革
期
を
リ
ー
ド
す
る
新
時
代

の
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

新
時
代
の
茨
城
づ
く
り
に
向
け
た
諸
方
策

の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
報
告
︵
最
終
提

言
︶
を
行
い
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
会
（
村
上
典
男
委
員
長
）

は
、
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
で
設
置
さ

れ
、「
令
和
２
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計

決
算
の
認
定
」
な
ど
に
つ
い
て
、
計
６
回

の
委
員
会
を
開
催
し
、
部
局
ご
と
の
部
門

別
審
査
お
よ
び
全
部
局
を
対
象
と
し
た
総

括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
決

算
は
、
そ
の
内
容
を
適
切
な
も
の
と
認
め
、

原
案
の
と
お
り
認
定
お
よ
び
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

１
月
18
日（
火
）以
降
、
県
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定
で
す
。

監
査
委
員

県
民
代
表
の
立
場
か
ら
適
切
な
県

予
算
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て
、
監
査

を
行
い
ま
す
。

臼
井

平
八
郎

村
上　
　

典
男

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
、

石
井
邦
一
議
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運
営
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
議
会
の
運
営
に

関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

委
員
長　
　

西
野　
　
　

一

副
委
員
長　
　

加
藤　
　

明
良

       

委　
　

員　
　

白
田　
　

信
夫

〃　
　
　

飯
塚　
　

秋
男

〃　
　
　

川
津　
　
　

隆

       

〃　
　
　

戸
井
田

和
之

〃　
　
　

田
口　
　

伸
一

〃　
　
　

水
柿　
　

一
俊

〃　
　
　

二
川　
　

英
俊

〃　
　
　

高
崎　
　
　

進

本
委
員
会（
森
田
悦
男
委
員
長
）は
、
令
和
３

年
３
月
の
設
置
以
降
、
９
回
に
わ
た
り「
県
総
合

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル（
指

標
）」と
す
る
と
と
も
に
、「
変
革
の
時
代
を
リ
ー

ド
す
る
強
い
財
政
基
盤
と
行
政
運
営
を
構
築
」す

る
た
め
の
諸
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
調
査

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

最
終
提
言
で
は
、
県
執
行
部
に
対
し「
新
た
な

県
総
合
計
画
策
定
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
」

と
し
て
、
人
口
減
少
へ
の
戦
略
的
対
応
、
変
革

の
波
へ
の
挑
戦
、
女
性
活
躍
・
人
権
を
尊
重
し

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
向
け
た
取
り
組
み

の
４
項
目
を
提
言
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、「
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
」

と
し
て
、
財
政
基
盤
と
行
政
組
織
の
強
化
、
産

業
の
振
興
・
創
出
、
安
心
安
全
快
適
な
生
活
環

境
づ
く
り
、
人
材（
財
）育
成
、
新
し
い
夢
・
希

望
へ
の
挑
戦
、
幸
福
度
指
標
の
設
定
、
人
口
の

展
望
、
未
来
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な

ど
に
関
し
、
93
項
目
に
わ
た
る
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
は
、
令
和

４
年
第
１
回
定
例

会
ま
で
に
、
新
た

な
県
総
合
計
画
に

お
け
る
本
委
員
会

か
ら
の
提
言
へ
の

対
応
状
況
を
確
認

し
、
本
委
員
会
の

調
査
結
果
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
て

ま
い
り
ま
す
。

11
月
26
日
に
、
第
６
回
茨
城
県
議
会
改
革
推

進
会
議（
小
川
一
成
座
長
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
会
議
後
に
実
施
さ
れ
た
茨
城
県
議
会
基

本
条
例
改
正
案
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
報
告
お
よ
び
そ
の
対
応
案
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
、
頂
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
県
議

会
の
考
え
方
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
改
正
案
を

盛
り
込
ん
だ
第
二
次
答
申
案
が
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
、
同
日
、
小
川
座
長
か
ら
常
井
議
長
へ

答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
当
推
進
会
議
に
諮
問
さ
れ
た

案
件
は
全
て
議
了
と
な
り
、
閉
会
に
当
た
っ
て

小
川
座
長
よ
り「
会
議
で
の
議
論
を
通
じ
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
県

議
会
の
権
能
を
最

大
限
発
揮
す
る
べ

く
、
自
ら
が
変
革

し
て
い
く
こ
と
が

県
民
の
負
託
に
応

え
る
最
良
の
道
で

あ
る
と
の
認
識
を

改
め
て
深
め
た
」

と
の
挨
拶
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
議
会
で

は
、
今
後
も
県
民

目
線
に
立
っ
た
議

会
改
革
を
絶
え
ず

進
め
、
地
方
自
治

に
お
け
る
二
元
代

表
制
の
一
翼
と
し

て
そ
の
責
務
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま

す
。

11
月
24
日
に
茨
城
県
議
会
の
永
年
在

職
議
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

を
受
け
た
議
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

30
年
在
職

葉
梨　
　
　

衛
議
員

　
　

〃

西
條　
　

昌
良
議
員

25
年
在
職

飯
塚　
　

秋
男
議
員

10
年
在
職

川
口　
　

政
弥
議
員

　
　

〃　
　
　

  

齋
藤　
　

英
彰
議
員

　
　

〃　
　
　

  

島
田　
　

幸
三
議
員

　
　

〃　
　
　

  

加
藤　
　

明
良
議
員

　
　

〃　
　
　

  

下
路

健
次
郎
議
員

　
　

〃　
　
　

  

鈴
木　
　
　

将
議
員

　
　

〃　
　
　

  

星
田　
　

弘
司
議
員

　
　

〃　
　
　

  

設
楽

詠
美
子
議
員

情
報
委
員
会

情
報
委
員
会
は
、
県
議
会
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
開
示
決
定

な
ど
に
対
す
る
不
服
申
立
て
や
議
会
広

報
の
充
実
に
つ
い
て
の
調
査
な
ど
を
行

う
委
員
会
で
す
。

委
員
長　
　

鈴
木　
　
　

将

　
　

副
委
員
長　
　

金
子　
　

晃
久

　
　

委　
　

員　
　

加
藤　
　

明
良

　
　

〃　
　
　

髙
橋　
　

勝
則

　
　

〃　
　
　

山
野
井　
　

浩

　
　

〃　
　
　

塚
本　
　

一
也

　
　

〃　
　
　

髙
橋　
　

直
子

　
　

〃　
　
　

髙
安　
　

博
明

　
　

〃　
　
　

村
本　
　

修
司

　
　

〃　
　
　

江
尻　
　

加
那

11
月
24
日
、
議
会
改
革
推
進
会
議
第
一
次
答
申
へ
の
対
応

と
し
て
、
県
議
会
の
情
報
発
信
能
力
強
化
を
目
的
に「
県
議
会

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
議
事
堂
１
階
に
設
置
）」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
っ
て
は
、
パ
ネ
ル
や
映
像
を
用
い

て
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
展
示
と
な
る
よ
う
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
、
県
議
会
の
役
割
や
仕
組
み
は
も
と
よ
り
、
県
議

会
１
４
２
年
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
物
を
、

年
代
別
に
分
か
り
や
す
く
入
れ
替
え
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
活
動
を
紹
介
す
る
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
新

設
し
た
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
設
備
を
一
新
し
、
県
議
会
Ｐ
Ｒ
映
像
、

議
員
紹
介
映
像
、
茨
城
大
学
が
主
催
す
る「
茨
城
の
魅
力
を
探

究
し
発
信
す
る
高
校
生
コ
ン
テ
ス
ト（
い
ば
た
ん
）」の
優
秀
作

品
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
身
近
な
県
議
会
と
な
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
内

容
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

12
月
12
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
補
欠
選

挙
に
お
い
て
、
鈴
木
義
浩
議
員
（
潮
来
市
・

行
方
市
選
挙
区
）
が
当
選
さ
れ
、
同
14
日

付
け
で
防
災
環
境
産
業
委
員
会
の
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
の
会
期
日
程

調査報告（最終提言）を行う森田悦男委員長

会議後、常井洋治議長（左から７人目）へ第二次答申書を手渡す小川一成座長（右から６人目）

リニューアル式典の様子。中央に常井議長。議長から右に、議会改革推進会議の小川座長、
舘座長代理、公明党の高崎代表、立憲いばらきの設楽代表。議長から左に、いばらき自民
党白田議員会長、石井副議長、県民フォーラムの齋藤代表、日本共産党の山中議員団長

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

永
年
在
職
議
員
表
彰

委
員
会
な
ど
の
新
人
事

「
茨
城
県
議
会
改
革
推
進
会
議
」を

開
催
し
ま
し
た

「
県
議
会
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

﹁
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
改
正
案
に
関
す
る
意
見
募
集

結
果
﹂
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す

議
会
人
事
︵
新
議
員
︶




